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１．文字による説明（P.26～P.30） 

【ポイント】 

数の性質を，文字式を使って説明するときは，次のようにする。 

（1）  何を文字で表すかを決めて，文字を使って数を表す。 

（2）  （1）の文字式を，説明したい事がらを示す形に変形する。 

 

おもな整数の表し方の例 

を整数とすると， 

・倍数…3の倍数は ，4の倍数は ，… 

・偶数… ，奇数…  

10の位の数字を ，1の位の数字を とすると， 

・2けたの自然数…                 など 

 

 

教科書の Q をやってイメージをつかみましょう。 

そのあと例 1 で確認しましょう。 

 

整数 ・・・－３、－２、－１、０、１、２、３・・・ 

連続する３つの整数  ３、４、５   ６、７、８   12、13、14  －16、-15、-14  など 

3 の倍数 ・・・－６、－３、０、３、６、９・・・（九九の 3 の段） 

 

3 の倍数であることを説明する場合、３×（整数）の形になる事を示します。 

ｎを整数とすると、３ｎは 3 の倍数を表します。（文字はｎでなくてもよい。自分で好きな文字でかまいません。

例えば、ｋを整数とすると、3 の倍数は３ｋになる。）教科書はｎと置いているので、以下これを使います。例え

ば５は整数で５＋１も整数になるように、ｎを整数とすると、それに１足したものつまり、ｎ＋１も整数である

ことは明らかです。より詳しく知りたい人は、e ライブラリ→解説教材→式の利用を見てみよう。 
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（１） 奇数   （２） 偶数  （３） 偶数 

 

 

 

 

 

(2)                        (3) 

 

授業で解説します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

①  「連続する３つの整数」・・・ ｎ、ｎ＋１、ｎ＋２（ｎは整数） 

 

   「2 桁の自然数」・・・ １０a＋ｂ（十の位の数 a、一の位の数をｂとする） 

 

   「偶数、奇数」・・・  ２ｍ、２ｎ＋１（ｍ、ｎは整数） 

  ※ｍ、ｎのように文字は違うものにすること 

 

②  自分でまとめよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No.３ 提出日：5 月 27 日（水）   式の利用   

2 年  組  番 氏名             

 

 

 

 

 

２．等式の変形（P.31～P.32） 

 



 

 

 

No.３ワークシートに裏に分かったこと、気づいたこと、疑問に思ったこ

とを書くこと 

 



今までの提出物について確認します。  

数式ノートにやる事とステップパワードノートにやる事が違っていた人がいましたので、改めて確認します。 

 

数式ノート ステップパワードノート 

2 年生の教科書 P.14～P.25 1 年生のステップパワード（移行用教材 P.４～５も含む）の未定出の範囲＋

1 年生の教科書 P.277～P.284 

 

やり忘れがある場合は、再提出しましょう。特に多かったのが、ステップパワードの移行用です。確認しましょ

う！！ 

 


